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あけましておめでとうございます。院長の喜多です。新年がいよいよスタートしました。「一年の計は元

旦にあり」という言葉がありますが、無理のない範囲で、少しずつ今年の目標を立てて、取り組んで参りた

いと思います。 皆さんはどんなお正月を過ごされましたか。コロナ禍の影響で、我家は、リモート帰省と

なりました。携帯電話のアプリを利用したテレビ電話を使って、家族みんなと同時に、数時間、しかも無料

で、じっくりおしゃべりが出来て、元気な顔も見られて安心しました。ひと昔前と違う技術に感心しました。 

三が日をゆっくりと過ごせたので、恒例の箱根駅伝のテレビ中継を久しぶりに見ました。若い頃、関東に

住んでいた時に、近くの沿道に出て旗を振りながら、選手達が車のような猛スピードで、目の前を走り去る

のを目撃して驚いたことを懐かしく思い出しました。計算では、平均で時速約 20km 位になるそうです。 

最高の見せ場でもある芦ノ湖直前まで続くあの箱根の坂道を、友達の車に乗せてもらって登ったことがあ

りますが、道幅が狭く急勾配の急カーブの連続で、目が回りそうになり、愕然としました。通称、「山上り」

とも言われ、箱根駅伝の花形区間であり、ぐんぐん登れる選手を「山の神」と称するのもうなずけますね。 

今年のレース展開は、とてもエキサイティングなクライマックスを迎え、最後の区間で、３分以上離され

ていた２位の駒沢大学が、大逆転で、トップをずっと維持して健闘していた創価大学を追い抜き、13 年振

りに優勝を決めました。また、往路で予想外の 1２位に沈んでいた優勝候補の青山学院大学が、復路ではあ

きらめずに奮起して、復路優勝を果たしたことも感動しました。選手達が苦しくてもあきらめない、ひたむ

きに走り続ける雄姿を見せてもらい、大きな勇気を頂きました。そして、コロナ禍の不安な時こそ、不安を

振り払う集中力を持ち続けて、仕事に打ち込まねばと、若い選手達から教わったような気がしました。 

【お知らせ】今月初めより、受付スタッフとして、前任の者に代わり、新人が就業しました。最初は慣れな

いことばかりで、皆様にご迷惑をおかけするかと思いますが、とても若いので、伸びしろがいっぱいありま

すので、どうか温かく成長を見守って頂けたらと存じます。よろしくお願い申し上げます。（院長） 

発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール to＠kita-dental.jp

※ホームページの URL が http⇒https に変更しています ３月リニューアル予定です



  



  



 


